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オーガナイザー
　川岸裕幸（国立衛研）
　諫田泰成（国立衛所）

　超少子高齢社会のわが国では、生ま
れてきた生命を一つでも多く救うこと
が求められる。そのためには、小児用
医薬品の開発・拡充が重要であり、政
府が示す「骨太方針2023」でも、小児
用・希少疾病用治療薬の拡充推進が述
べられている。
　しかし、小児用医薬品の開発では、
有効性・安全性評価、製剤化、臨床試
験などのプロセスにおいて、“小児と
いう集団”であることを考慮する必要

がある。従って、小児用医薬品の拡充
のためには、基礎・臨床研究のさらな
る推進と共に、産官学のより一層の連
携が不可欠である。
　本シンポジウムでは、胎児、新生児
の心不全治療に向けた創薬基盤研究に
加え、小児の特性を考慮した製剤設計、
小児希少疾患の臨床試験の留意点につ
いて紹介する。創薬研究から臨床試
験、レギュラトリーサイエンスまで一
貫した最新の情報を共有することで、
小児用医薬品の拡充に向けたbench-to-
beds ideな研究のあり方や展望につい
て議論したい。

（川岸裕幸）

小児用医薬品の創薬研究と
その拡充に向けた取り組み

オーガナイザー
　川上和宜（がん研有明病院薬）
　安武夫（明治薬大）

　癌領域や感染領域など、多くの領域
で専門薬剤師制度が設立され、各領域
で専門薬剤師や認定薬剤師が誕生して
いる。専門資格を取得するために、自
分自身の知識や技能を磨くことは必要
であるが、資格取得後に身につけた専
門性を生かして医療現場で患者の治療
に貢献することが本質である。
　癌治療において薬剤師が関与すべき
場面は、抗癌剤の曝露対策や入院時
の持参薬管理、外来癌薬物療法等が

ある。最近では医師・薬剤師間におけ
るプロトコールに基づく薬物治療管理
や医師の診察前に実施する薬剤師外
来がある。特に癌薬物療法に対する
薬剤師外来は、2024年度の診療報酬
で癌薬物療法体制充実加算として新
設され注目度が高い。医療現場では、
より処方決定に関わる部分で、薬学的
知識やスキルを発揮することが求めら
れている。
　本シンポジウムでは、医療現場で勤
務経験を持つ薬剤師がシンポジストと
なり、患者の癌治療に貢献している活
動を会場で議論し共有する。

（川上和宜）

がん治療における薬剤師の貢献とその評価
－医療、臨床研究、教育という視点で

オーガナイザー
　大戸梅治（東大院薬）
　竹内恒（東大院薬）

　近年、生体高分子の立体構造をもと
に生命現象を理解しようとする構造生
物学は新たな局面を迎えている。Ｘ線
結晶構造解析および核磁気共鳴法に加
え、クライオ電子顕微鏡法および高精
度蛋白質立体構造予測プログラムの発
展等により、従来よりも蛋白質の立体
構造へのアクセスが飛躍的に向上し、
あらゆる生命科学の領域において、こ
れらの構造情報を活用することが重要
になってきている。創薬においても、

構造情報を活用することで新しい作用
機序に基づいた薬剤の開発も可能とな
ることが期待される。
　本シンポジウムでは、構造創薬研究
を展開する５人の日本のトップ研究
者を結集し、その最前線の状況を聴衆
と共有することを目的とする。創薬を
キーワードに、ＮＭＲを用いた動的蛋
白質複合体の構造、キネティクスの理
解、蛋白質相互作用解析、クライオ電
子顕微鏡構造解析に関して講演いただ
く予定である。
　本シンポジウムが、薬学における構
造創薬研究の発展を促す機会となるこ
とを願う。　　　　　　　（大戸梅治）

創薬を志向した構造生命科学研究の最前線
オーガナイザー
　芳賀優弥（阪大院薬）
　石原康宏（広島大院統合生命）

　マイクロプラスチック（ＭＰｓ）は、
直径５㎜以下の微細なプラスチック粒
子を指し、生態系や生物への影響が懸
念されている。ヒトは食物や呼吸を介
してＭＰｓを取り込んでおり、近年、
ヒト体内からのＭＰｓの検出例が報告
されている。さらに、検出技術の進展
により、１㎛以下のプラスチック微粒
子であるナノプラスチック（NＰｓ）
の存在も指摘され、ＭＰｓ・ＮＰｓの
環境中動態測定やヒトリスク評価が求

められている。環境中のＭＰｓ・ＮＰ
ｓはその種類の多さのみならず、プラ
スチック合成には多くの添加剤が用い
られ、さらに環境中で熱や光により劣
化することから、その物性（サイズ、
形状、劣化、添加剤など）は極めて多
様である。
　本シンポジウムでは、多種多様な環
境中ＭＰｓ・ＮＰｓについて、趣向を
凝らした実験系を用いて研究している
第一線の研究者にご参集いただき、
環境中ＭＰｓ・ＮＰｓのヒトリスク
および現状における課題について議論
したい。

（芳賀優弥）

マイクロ・ナノプラスチック研究の最前線
－ヒトリスク評価に向けた取り組みと課題

オーガナイザー
　有馬英俊（第一薬大薬）
　関嶋政和（東工大情報理工）

　超高齢化社会に突入したわが国で
は、国民医療費の増加が課題となり、
創薬や医療の分野でもデジタルトラン
スフォーメーション（ＤＸ）推進の取
り組みが進展している。近年、テクノ
ロジーの急速な進歩に伴い、生命科学
情報、医療情報、身体情報などの膨大
かつ多様な情報が日々蓄積している。
これらＤＸの推進およびビッグデータ
の解析に人工知能（ＡＩ）の活用が期
待されている。実際、この領域での成
功事例も増加しつつあり、例えば、海

外では10を超えるＡＩ創薬化合物が
臨床試験または臨床試験段階である
こと、国内でも複数のデジタルセラ
ピューティクスが登場したこと、数十
の画像診断支援ＡＩが実用化されてい
ることなどが挙げられる。
　このような背景のもと、本シンポジ
ウムでは、「ＡＩで切り拓く未来の創
薬・医療」と題し、本領域の最前線で
活躍している４人のシンポジストによ
る講演を企画した。これらの講演を通
じて、ＡＩ技術が医療と創薬において
新たな革新をもたらす可能性について
理解し、さらなる発展の可能性につい
て参加者の皆様と一緒に議論したい。

（有馬英俊）

AIで切り拓く未来の創薬・医療

オーガナイザー
　今野翔（東京薬大薬）
　玉村啓和（東京医歯大生材研）
　三隅将吾（熊本大院薬）
　藤田美歌子（熊本大院薬）
　岩谷靖雅（国立病院名古屋医療セ臨
　床研セ）

　抗ウイルス感染症研究は、新型コロ
ナウイルスの出現とその収束に向けた
各分野により目覚ましい発展を遂げ
た。一方、今般のコロナウイルスパン
デミックにより、われわれは常に新た
なウイルスの脅威に晒されていること
が再認識された。多様かつ進化の早い
ウイルスとの終わりなき戦いを続ける

ために、各抗ウイルス研究分野の最新
研究および技術の共有は必要不可欠で
ある。
　本シンポジウムでは、“多角的な抗
ウイルス研究が生み出すシナジー”と
題して、ケミカルバイオロジー、天然
物化学、衛生化学、ペプチド科学、大
規模ゲノム解析といった様々な分野か
ら、先駆的かつ独創的なウイルス研究
を展開している演者に最新の内容をご
講演いただく。本シンポジウムを起点
に、演者および聴衆の双方が新しい研
究視点を手に入れ、薬学における抗ウ
イルス感染症研究の新たなシナジーに
つながることを期待する。

（今野翔）

抗ウイルス感染症研究のフロンティア
－多角的な抗ウイルス研究が生み出すシナジー


